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氏 名 学年 指導教官 研究テーマ
小林 隆 D5 加納隆至 都井岬の半野生馬に
おけるにおいづけ行
動の研究
橋本千絵 D5 加納隆至 ピグミー チンパンジー
の母子間関係
松村秀一 D5 加納隆至 スラウェシマカタの
社会行動
扮姿直樹 D4 加納隆至 環境変動に対するニ
ホンザルの適応行動




花薄明俊 D3 久保田故 MT野神経細胞の時
空間特性
田中 番 D3 加納隆至 ニホンザルの採食行
動の群間比較
金沢 釧 D2 松沢哲郎 ヒト及びニホンザル
の表情認知




場田 城 p2 庄武孝義 オナガザル屈の進化
の集団遺伝学的研究
金 無味 Dl 竹中 修 霊長頬におけるY染
色体遺伝子の分析




橋禰和秀 Dl /J鵬祥三 霊長類における音声･
聴覚の研究
山越 言 Dl 杉山幸丸 チンパンジー の行動
学的研究
近藤あや子 休学中
Curia M2 庄武孝義 ニホンザルの退伝的
Belay 変異性
栗田博之 M2 杉山幸丸 ニホンザルの1歳仔
の行動と母･姉から
の軍資
宮本俊彦 M2 木村 賛 下肢の運動と形態
岡本暁子 M2 杉山幸丸 チンパンジーにおけ
†る社会交渉の実験的
研究
奥千奈美 M2 木村 賛 霊長矯聴覚器官の機
能と構造
山根 到 Ml 久保田競 運動学習への運動性
皮質の関与
福士珠美 Ml 久保田競 ~視覚対象の認知にも
とづく運動発現の脳
内枝構の解析
佐藤 明 Ml 松沢哲郎 霊長類における因果
推論の研究 ､
田仲祐介 Ml 久保田競 視党系における異種
情報の統合処理過程
の研究
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tion of red-belied tree squirrels in
Tomogashimaisland(和歌山県友ケ島の移入タ
イワンリスの生態学的研究)
京都大学修士
岡本暁子:チンパンジー の放飼井田における挨拶
的交渉
奥千奈美:霊長矧こおける頭立幅径の性質と忠哉
栗田博之 :ニホンザルの1歳仔の行動と母･姉か
らの投貿
山根 到 :前頭連合野起源の認知的課題の発現に
おける運動前野の働き
GurjaBelay:ニホンザル椿群の迫伝的変異性の
他群との比較
大学院コロキアム
第1回 平成6年7月6日(水)
｢研究方法から見た霊長類学 :一例報告から量
的データまで｣
講演者と涜題
友永雅己 (行動神経･思考言語)
｢はじめに｣
小川秀司 (大学院)
｢個体追跡法の今後｣
森 明雄 (社会生態･生態機構)
｢社会変動のストー リー 解析｣
野崎真澄 (分子生理･器官調節)
｢内分泌研究法:実験形態学的解析方法｣
竹中 修 (分子生理･池伝子情報)
｢生化学的研究法と分子生物学的研究法｣
市井正成 (進化系統･系統発生)
｢計測項目と非計測項目:化石霊長類の場
合｣
毛利俊雄 (進化系統･形態進化)
｢旧世界ザルのラクリマル･フォツサの骨
構成｣
長谷川良平 (大学院)
｢行動研究における実験計画法:交互作用
の重要性について｣ ′
藤田和生 (行動神経･思考言語)
｢少数事例実験法｣
総合討論
企画:浅岡一班･友永雅己 (94年度カリキュ
ラム委員会)
内容:霊長矯学には多種多様な研究方法が存在
する｡このコロキアムでは､霊長類学を ｢方
法論｣という枕点から考える枚会を提供する
ことを目的として､各研究分野から数人の方
をピックアップして､それぞれの研究分野に
おけるデータ収集･分析の方法の紹介と利点･
欠点等について理論的立場からや実際の研究
成果から約20分程度の話題を提供してもらっ
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